
学
び

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

医 

療

く
ら
し

相
談

ご
み

健
康

税
の
申
告

男
女
共
同

消
防
庁
長
官
表
彰

□
退
職
消
防
団
員
第
２
号
報
償
　

鈴
木
邦
幸
、
堀
田
稔
勝
、
荒
川
利

道
（
大
井
）
水
野
裕
久
（
長
島
）

市
川
隆
弘
、
伊
藤
通
朗
、
菱
川
誠

（
東
野
）
遠
山
智
久
、
渡
邉
貴
夫
、

丸
山
浩
司
、
度
會
清
純
（
三
郷
）

市
川
大
輔
（
笠
置
）、
遠
山
靖
幸
、

宮
地
祐
司
、
伊
藤
原
宏
、
近
藤
明

浩
、
伊
藤
正
憲
（
岩
村
）
岡
庭
寿

則
、
工
藤
素
継
、
丸
山
福
美
、
小

木
曽
明
、
水
野
廣
善
、
滝
沢
真
二
、

三
家
悟
郎
、
後
藤
毅
（
山
岡
）
酒

井
基
之
、
安
藤
潤
也
（
明
智
）
大

島
邦
徳
、
安
藤
茂
廣
（
串
原
）

県
知
事
表
彰

□
退
職
消
防
団
員
報
償
楯
　

山
内
崇
正
（
長
島
）
小
木
曽
貴
広

（
東
野
）
佐
田
好
宏
、
伊
藤
陽
一

郎
（
三
郷
）
林
公
明
、鈴
村
拓
也
、

小
川
伸
也
（
笠
置
）
池
戸
陽
介
、

横
家
北
斗
、
鷲
見
雅
司
、
安
江
将

年
（
中
野
方
）
三
浦
邦
敏
、
渡
辺

良
文
、加
藤
優
一
、成
瀬
正
英
（
岩

村
）
鈴
木
貴
博
、
原
基
博
、
大
矢

智
明
、
後
藤
哲
志
（
山
岡
）
寺
澤

真
一
、
塚
本
祐
太
、
堀
倫
也
、
山

田
宗
彦
（
明
智
）
山
元
崇
嘉
、
小

木
曽
啓
（
上
矢
作
）

□
特
別
功
労
章　

三
宅
一
彰
（
本

部
）

□
永
年
勤
続
功
労
章
　
堀
江
佳
徳

（
本
部
）
小
木
曽
幸
広
（
山
岡
）

□
勤
続
功
労
章
　
鈴
木
悟（
大
井
）

遠
藤
美
孝（
東
野
）山
田
英
正（
武

並
）安
藤
元
和
、柘
植
昭
宏（
飯
地
）

堀
卓
也
、
鈴
木
宏
行
（
明
智
）
三

宅
雄
大
、
堀
秀
樹
（
串
原
）

□
功
労
章
　
福
澤
浩
司
、
原
久
晃

（
大
井
）
西
尾
浩
亨
、
小
林
史
人
、

磯
村
年
始
（
長
島
）
千
藤
誠
司
、

千
藤
浩
正
（
東
野
）
石
田
友
和
、

柘
植
清
成
、
工
藤
宏
樹
、
渡
辺
満

浩
、
町
野
義
也
、
安
江
桂
、
柘
植

利
一
、
渡
辺
隆
二
（
三
郷
）
山
本

泰
由
、
足
立
浩
一
、
柘
植
篤
志
、

水
谷
朝
也
、
西
尾
直
哉
、
林
哲
也
、

西
尾
友
也
、
森
澤
政
至
（
武
並
）

小
田
守
久（
笠
置
）柘
植
康
就（
中

野
方
）
保
母
伸
治
、纐
纈
高
裕
（
飯

地
）
谷
口
清
澄
、
成
瀬
憲
児
、
鈴

木
裕
一
郎
、
三
宅
智
久
（
岩
村
）

長
谷
川
一
行
、
勝
川
浩
吉
、
加
藤

由
幸
、石
山
卓
巳
、西
尾
綱
由
（
山

岡
）堀
敦
、伊
藤
佳
市
、松
原
英
伸
、

伊
藤
龍
太
、
上
田
仁
司
、
薮
崎
貴

博
、
成
瀬
秀
明
、
堀
保
孝
、
堀
幸

司
、
西
尾
誠
、
伊
藤
信
吾
、
鈴
木

希
、
伊
藤
重
明
（
明
智
）
大
島
秀

治
、
堀
井
哲
也
（
串
原
）
川
上
真

太
郎
、
荒
田
聡
、
土
屋
清
一
、
荻

山
准
二
（
上
矢
作
）
中
根
栄
利
子

（
女
性
消
防
隊
）

□
消
防
団
員
優
秀
家
族
賞
　
中
村

政
則
・
香
名
子
、
藤
下
卓
己
・
恵

子
（
大
井
）
近
藤
和
也
・
香
織
（
長

島
）渡
辺
智
仁
・
庄
子
、伊
藤
精
康
・

志
帆
子
、
林
礼
二
・
絵
美
、
樋
田

直
之
・
理
恵
、
遠
山
和
真
・
吏
加

山
本
悟
・
実
里
（
武
並
）
林
裕
一
・

房
子
、永
冶
隆
久
・
智
沙
、林
広
和
・

綾
子
、西
尾
賢
二
郎
・
さ
ゆ
り
（
笠

置
）
柘
植
和
典
・
美
由
希
（
中
野

方
）
鈴
木
裕
一
郎
・
智
美
、
矢
野

吉
貴
・
真
由
美
、
三
宅
智
久
・
真

琴
、
竹
内
雄
城
・
亜
矢
子
、
手
塚

正
浩
・
久
美
子
、
西
尾
進
・
美
果

田
中
資
久
・
良
子
（
岩
村
）
大
島

聡
・
梨
沙
（
串
原
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

□
精
績
章
　
大
嶋
慎
介
、
小
林
尚

　
１
月
９
日
、
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
平
成
２８
年
市
消

防
出
初
式
の
式
典
で
、
地
域
の
防
災
に
活
躍
し
た
消
防
功
労
者
と
し

て
、
４
０
５
人
２２
家
族
８
分
団
３
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
分
団
別
・
敬
称
略
）

　
　
消
防
課
志
２
６
―
０
１
１
９
（
内
線
２
５
０
）

　

消
防
出
初
式
で
功
労
者
を
表
彰

　
４
３
８
の
個
人
と
団
体

明
（
本
部
）

県
消
防
協
会
長
表
彰

□
功
績
章
　
古
山
智
久
、
可
知
慎

也
、松
下
忠
義（
大
井
）山
内
智
也
、

普
津
澤
淳
、
加
藤
浩
幸
、
田
口
寛
、

藤
原
廣
行
、
大
木
浩
充
（
長
島
）

古
山
稔
晃
、
中
根
正
美
、
篠
原
直

文
、
足
立
将
和
、
渡
邊
俊
文
、
小

林
正
直
、
千
藤
浩
素
（
東
野
）
長

屋
年
史
、
市
川
博
司
、
小
栗
新
也
、

中
垣
貴
博
、
曽
我
芳
秋
、
度
会
淳

彦
、
長
谷
川
貴
司
（
三
郷
町
）
三

浦
茂
樹
、
市
川
東
大
、
纐
纈
光
広
、

林
篤
史
、
遠
山
泰
宏
、
古
田
博
幸

（
武
並
）
林
達
也
、
林
秀
和
、
松

井
満
数
、
佐
々
木
良
幸
、
市
川
文

祥
、
樋
田
崇
昭
（
笠
置
）
安
江
成

弘
、
大
塚
圭
（
中
野
方
）
平
井
洋

光
、
纐
纈
由
基
、
舘
林
朋
弘
、
纐

纈
紀
洋
（
飯
地
）
竹
内
雄
城
、
後

藤
弘
明
、
鈴
木
泰
仁
、
勝
浩
太
郎
、

梅
田
慎
一
、
水
野
智
之
、
岡
本
靖

弘
（
岩
村
）
長
谷
川
克
宗
、
小
木

曽
大
資
、
春
田
忠
彦
、
熊
谷
卓
郎
、

小
木
曽
拓
成
、
河
野
貴
治
、
西
尾

久
堅
、
大
島
康
郎
、
河
野
誠
、
西

尾
章
宏
、
三
浦
仁
憲
（
山
岡
）
大

島
政
樹
、
伊
藤
佳
市
、
平
井
誠
治
、

小
松
正
義
、
上
田
仁
司
、
伊
藤
勝

巳
、
伊
藤
親
司
、
丹
羽
英
樹
、
今

井
裕
介
、
伊
藤
健
一
、
遠
山
雄
一

郎
、
山
村
智
、
熊
崎
博
、
松
井
智

之
、
鈴
木
泰
平
、
吉
田
信
彦
、
鈴

木
靖
典
、
中
垣
真
（
明
智
）
三
宅

弘
光
、
成
瀬
大
介
（
串
原
）
小
笹

新
吾
、
安
藤
由
樹
、
川
上
翔
、
夏

目
洋
一
、
横
光
哲
、
加
藤
公
宏
、

大
島
充
記
（
上
矢
作
）
西
村
康
志
、

田
口
直
美
（
音
楽
隊
）
渡
辺
ま
ち

子
、西
尾
ま
り
子
（
女
性
消
防
隊
）

□
２０
年
勤
労
章
　
堀
江
佳
徳
（
本

部
）
福
澤
浩
司
（
大
井
）
鈴
木
孝

司
（
長
島
）
柘
植
昭
宏
、
纐
纈
紀

博
、
纐
纈
正
徳
（
飯
地
）
谷
口
清

澄
、後
藤
伸
育
、吉
村
保
男（
岩
村
）

小
木
曽
幸
広
、
樋
田
真
也
、
原
田

昌
典
（
山
岡
）
大
島
政
樹
、
伊
藤

佳
市（
明
智
）小
笹
新
吾（
上
矢
作
）

加
藤
和
彦
、田
口
直
美
（
音
楽
隊
）

□
１５
年
勤
労
章
　
中
田
和
昌
（
大

井
）
普
津
澤
淳
、
西
村
篤
、
大
木

浩
充
（
長
島
）
遠
藤
美
孝
、
千
藤

誠
司
、
千
藤
浩
正
（
東
野
）
渡
辺

智
仁
、
山
本
尚
弘
、
足
立
浩
一
、

柘
植
篤
志
、
水
谷
朝
也
、
遠
山
貴

臣
、
中
家
将
善
（
武
並
）
山
本
圭

介
（
笠
置
）
鈴
村
和
敏
、
鈴
村
誠

二
、
鈴
村
京
司
、
鈴
村
邦
典
、
鈴

村
彰
宏
（
中
野
方
）
長
谷
部
利
英
、

纐
纈
明
之
（
飯
地
）
後
藤
弘
明
、

足
立
純
一
、
竹
内
雄
城
、
深
萱
雅

充
、
鈴
木
正
和
（
岩
村
）
成
瀬
秀

明
、
伊
藤
親
司
、
近
藤
博
和
、
鈴

木
秀
忠
、
伊
藤
拓
也
、
根
崎
紀
幸
、

鈴
木
剛
士（
明
智
）三
宅
大
輔（
串

原
）
横
光
哲
（
上
矢
作
）

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　

　市営住宅と若者住宅の入居者を募集します。
□対象　住宅に困っていて、市税の滞納がなく、
同居親族と入居できる暴力団員でない方　 ▽市
営住宅＝市内在住か在勤の方。所得制限があり
ます　 ▽若者住宅＝４０歳以下の方　
□入居可能日　３月中旬
□申し込み方法　都市住宅課か恵那南部地域の

振興事務所に備え付けの申込書に記入の上、必
要書類を添えて申し込む
□受付期間　２月１日㈪～１５日㈪（土・日、祝
日を除く平日午前８時半～午後５時１５分）
□決定方法　応募多数の場合は、抽選を行いま
す。
　　　　都市住宅課（内線２３１）

市営住宅の入居者を募集

※入居可能日から３カ月以内に結婚し住宅に同居する方は、同居親族の資格があります。６０歳以上か昭
和３１年４月１日以前に生まれた方・障がい者の方などの条例に定める単身での申込資格を満たしている
方のみ、市営住宅へ単身で申し込みができます。ただし間取りは２DK に限ります。鏡山、田沢、滝坂ハ
イツ２１、友愛タウン東山の各住宅は家賃以外に共益費や駐車場使用料、浄化槽維持費などが必要です。
この募集で申し込みのなかった住宅は、申込期間を延長し先着順とします。その際は都市住宅課で受け
付けます。募集する戸数は増える場合があります。
　上記以外に、先着順で入居できる住宅が明智町と上矢作町にありますので問い合わせください

種類 住宅名 所在地 構造 間取り 戸数 家賃

市営

鏡山住宅 大井町
ＲＣ造５階建 ２LDK ３戸 １９，１００円～４４，０００円

ＲＣ造５階建
（車椅子専用） ２LDK １戸 ２２，２００円～４３，７００円

田沢住宅 山岡町 木造２階建 ４DK １戸 ２２，４００円～４４，１００円

滝坂住宅 明智町 木造平屋建 ３DK １戸 ２１，９００円～４３，０００円

滝坂ハイツ２１ 明智町 RC 造３階建 ２DK １戸 １７，３００円～３４，０００円

若者
友愛タウン東山 明智町 低層耐火 ２LDK １戸 ３０,０００円

平岩若者住宅 上矢作町 木造平屋建 ２DK ２戸 １７,０００円

問申・

各
種
行
政
委
員
な
ど
が
決

ま
り
ま
し
た

　
第
５
回
市
議
会
定
例
会
で
、
市

議
会
議
長
や
各
行
政
委
員
会
な
ど

の
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
新
た
に
選
任
、
任
命
さ
れ
た
委

員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
（
敬

称
略
）。

市
議
会
議
長

市
議
会
副
議
長

　
　
議
会
事
務
局（
内
線
４
０
３
）

監
査
委
員

　
　
監
査
委
員
事
務
局
（
内
線
３

５
０
）

公
平
委
員
会
委
員

　
　
公
平
委
員
会
事
務
局
（
内
線

３
５
０
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
　
総
務
課
（
内
線
４
５
２
）

教
育
委
員
会
委
員

　
　
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

（
内
線
４
６
３
）

※
各
委
員
は
、
昨
年
１２
月
か
ら
任

期
を
務
め
て
い
ま
す

問

問
問

紹
　
　
介

堀井文
ふ み

博
ひ ろ

（岩村町）

堀光
み つ

明
あ き

（串原）
後藤康

や す

司
し

（山岡町）

平出紀
の り

子
こ

（上矢作町）
荻山伸

の ぶ

幸
ゆ き

（武並町）
村松訓

の り

子
こ

（明智町）

問問 問
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み
ん
な
の
掲
示
板

学
び

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

医 

療

く
ら
し

相
談

ご
み

健
康

税
の
申
告

男
女
共
同

恵
那
み
そ
寒
仕
込
み
講
座

の
受
講
生

　
恵
那
産
の
大
豆
と
恵
那
の
お
い

し
い
水
を
使
い
、
無
添
加
で
無
香

料
の
み
そ
造
り
を
行
う
講
座
の
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
講
座
で
は
、
恵
那
み
そ
を
製
造

販
売
し
て
い
る
農
業
女
性
グ
ル
ー

プ
「
む
つ
み
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
」
の
メ
ン
バ
ー
が
講
師
と
な

り
、
み
そ
造
り
を
指
導
し
ま
す
。

２
月
に
仕
込
み
、
１２
月
に
蔵
出
し

作
業
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
１１
日
㈭
午
後
１
時

半□
と
こ
ろ
　
む
つ
み
マ
ニ
ュ
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
（
武
並
町
）

□
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
５
０
０
０
円
（
み
そ
４

㌔
の
代
金
を
含
む
）

□
締
め
切
り
　
２
月
１０
日
㈬
　

　
　
　
　
ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那
総

合
管
理
セ
ン
タ
ー
志
２
５
―
８
０

０
８
（
火
～
金
曜
日
午
前
９
時
～

午
後
５
時
）

ぎ
ふ
清
流
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
シ
ド
ニ
ー
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト

の
高
橋
尚
子
さ
ん
が
コ
ー
ス
を
監

修
し
た
「
第
６
回
高
橋
尚
子
杯
ぎ

ふ
清
流
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」
が
５

月
１５
日
㈰
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ

の
大
会
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。

□
定
員
　
３
０
０
０
人（
先
着
順
）

□
活
動
内
容
　
参
加
賞
の
袋
詰
め

や
参
加
者
の
受
け
付
け
、
催
事
・

大
会
運
営
補
助
な
ど

□
申
込
書
　
県
庁
や
岐
阜
市
役

所
、岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
、

岐
阜
中
日
ビ
ル
に
設
置

※
ぎ
ふ
清
流
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.gifu-m
arathon.jp/

）
か

ら
も
入
手
で
き
ま
す

□
締
め
切
り
　
３
月
２５
日
㈮

　
　
高
橋
尚
子
杯
ぎ
ふ
清
流
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
務

局
志
０
５
８
―
２
６
５
―
０
１
９

６

市
の
封
筒
（
角
２
）
へ
の
広

告
主

　
市
で
は
、
自
主
財
源
の
確
保
や

広
告
主
な
ど
の
営
業
活
動
の
支
援

な
ど
を
目
的
に
、
一
般
業
務
で
使

用
す
る
角
２
封
筒
に
広
告
を
掲
載

す
る
広
告
主
を
募
集
し
ま
す
。

　
広
告
は
、
封
筒
裏
面
に
緑
色
の

単
色
で
掲
載
し
ま
す
。

□
募
集
枠
　
４
枠

□
対
象
　
法
人
と
個
人

□
枠
の
大
き
さ
　
縦
１２
㌢
、
横
１０

㌢
　

□
料
金
　
１
枠
５
万
円（
税
抜
き
）

□
申
し
込
み
方
法
　
財
務
課
に
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
に
記
入
の

上
、
提
出
す
る

※
申
請
用
紙
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.city.ena.lg.

jp/

）
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す

□
締
め
切
り
　
２
月
５
日
㈮

　
　
　
　
財
務
課（
内
線
４
３
５
）

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
添
乗
員

　
県
立
恵
那
特
別
支
援
学
校
で

は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
添
乗
員
を

募
集
し
ま
す
。

□
対
象
　
子
ど
も
の
面
倒
を
見
る

こ
と
が
上
手
な
方
（
学
校
近
隣
に

住
む
方
歓
迎
）

□
定
員
　
３
人

□
業
務
内
容
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

利
用
す
る
児
童
生
徒
の
介
助
、
バ

ス
室
内
の
清
掃

□
勤
務
時
間
　
▽
登
校
の
迎
え
＝

午
前
６
時
４５
分
～
８
時
４５
分
　
▽

下
校
の
送
り
＝
午
後
３
時
４５
分
～

５
時
４５
分

□
給
与
　
時
給
１
０
７
０
円

□
休
日
　
登
校
し
な
い
日
（
土
・

日
、
祝
日
、
長
期
休
暇
期
間
中
）

□
勤
務
開
始
　
都
合
が
つ
き
次
第

　
　
県
立
恵
那
特
別
支
援
学
校
志

４
３
―
４
８
５
７

予
備
自
衛
官
補

　
防
衛
省
自
衛
隊
で
は
、
平
成
２８

年
採
用
と
な
る
予
備
自
衛
官
補
を

募
集
し
ま
す
。

　
予
備
自
衛
官
補
と
は
、
自
衛
隊

を
経
験
し
て
い
な
い
方
が
予
備
自

衛
官
と
な
る
た
め
に
３
年
間
で
５０

日
の
訓
練
を
経
て
予
備
自
衛
官
に

な
る
制
度
で
す
。
詳
し
い
内
容
を

聞
き
た
い
方
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

□
募
集
項
目
　
❶
予
備
自
衛
官
補

（
一
般
）❷
予
備
自
衛
官
補（
技
能
）

□
資
格
　
❶
１８
歳
以
上
３４
歳
未
満

❷
１８
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
な

ど
を
有
す
る
方
（
資
格
に
よ
り
５５

歳
未
満
）　

□
締
め
切
り
　
４
月
８
日
㈮
　

□
試
験
日
　
４
月
１５
日
㈮
～
１９
日

㈫
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

　
　
防
衛
省
自
衛
隊
恵
那
地
域
事

務
所
志
２
６
―
４
３
１
０

福
祉
の
仕
事
就
職
総
合

フ
ェ
ア

　
福
祉
や
介
護
の
仕
事
に
就
き
た

い
方
を
対
象
に
就
職
合
同
説
明
会

（
事
業
者
と
の
面
談
会
や
就
職
相

談
な
ど
）
と
就
職
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
１１
日
㈭
　
▽
就
職

セ
ミ
ナ
ー
＝
正
午
～
午
後
１
時
半

▽
就
職
合
同
説
明
会
＝
午
後
１
時

～
４
時

□
と
こ
ろ
　
岐
阜
市
文
化
セ
ン

タ
ー

□
定
員
　
就
職
セ
ミ
ナ
ー
の
み
当

日
先
着
８０
人

□
料
金
　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要

　
　
県
福
祉
人
材
総
合
対
策
セ
ン

タ
ー
（
県
社
会
福
祉
協
議
会
）
志

０
５
８
―
２
７
６
―
２
５
１
０

公
共
下
水
道
の
事
業
計
画

変
更
案
を
縦
覧

　
市
で
は
、
公
共
下
水
道
の
事
業

計
画
変
更
案
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
。

　
こ
の
計
画
案
に
つ
い
て
意
見
の

あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
内
に
市
長

に
意
見
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

□
変
更
内
容
　
奥
戸
処
理
区
の
予

定
処
理
区
の
拡
張

□
縦
覧
期
間
　
１
月
２２
日
㈮
～
２

月
４
日
㈭
午
前
８
時
半
～
午
後
５

時
１５
分
（
土
・
日
を
除
く
）

□
縦
覧
場
所
　
上
下
水
道
課

　
　
上
下
水
道
課
（
内
線
２
１
５
）

ス
ラ
ロ
ー
ム
カ
ー
を
作
ろ

う　
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
公
開
講

座
と
し
て
、
光
の
当
て
方
や
強
さ

を
変
え
る
と
右
へ
左
へ
と
ス
ラ

ロ
ー
ム
す
る
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
を
作

り
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
１４
日
㈰
❶
午
前
１０

時
～
❷
午
後
１
時
半
～

□
と
こ
ろ
　
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル

ド
（
瑞
浪
市
）

□
対
象
　
小
学
生
以
上
（
４
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

□
定
員
　
各
回
１２
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
６
０
０
円

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
で
申
し

込
む

□
受
け
付
け
開
始
　
１
月
１６
日
㈯

午
前
９
時

　
　
　
　
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド

志
０
５
７
２
―
６
６
―
１
１
５
１

人
権
や
同
和
問
題
の
講
演

会　
人
権
問
題
の
正
し
い
理
解
を
深

め
る
た
め
人
権
・
同
和
問
題
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
講
師
に
大
阪

教
育
大
学
非
常
勤
講
師
の
土
田
光

子
氏
を
迎
え
「
同
和
教
育
の
原
点

に
立
ち
返
り
、未
来
を
展
望
す
る
」

を
テ
ー
マ
に
学
び
ま
す
。

□
と
き
　
１
月
３０
日
㈯
午
後
１
時

半□
と
こ
ろ
　
市
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー

□
料
金
　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す

　
　
社
会
福
祉
課（
内
線
１
８
４
）

　
手
提
げ
袋
や
包
装
紙
を
デ
ザ

イ
ン
す
る
横
井
照
子
氏
に
倣な

ら

い
、
指
で
描
く
「
フ
ィ
ン
ガ
ー

･

ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」
で
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
手
提
げ
袋
作
り
に
挑

戦
し
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
１４
日
㈰
ま
で
の

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

□
と
こ
ろ
　
横
井
照
子
ひ
な
げ

し
美
術
館
（
大
井
町
）

□
料
金
　
大
人
４
０
０
円
（
入

館
料
、
材
料
費
を
含
む
）

※
高
校
生
ま
で
の
同
伴
者
は
無

料□
そ
の
他
　
予
約
や
道
具
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん

　
　（
一
財
）
横
井
照
子
ひ
な

げ
し
美
術
館
志
２
０
︱
１
１
８

１
（
月
曜
日
休
館
）

　
え
な
イ
ー
ス
ト
総
合
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、
バ
レ
ン
タ
イ

ン
デ
ー
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
作
り

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
１４
日
㈰
午
前
９

時
半
～
午
後
０
時
半

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー

□
対
象
　
小
学
生
以
上
（
小
学

３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

□
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
▽
会
員
＝
７
０
０
円

▽
非
会
員
＝
１
２
０
０
円

□
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
タ
オ
ル
、
布
巾
、
持
ち
帰

り
用
の
容
器

　
　
　
　
え
な
イ
ー
ス
ト
総
合

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
志
２
５
―
０

０
６
８
（
平
日
午
前
１０
時
～
午

後
３
時
）

　
灯
油
の
使
用
量
が
増
え
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
給
油
中
に

そ
の
場
を
離
れ
た
り
、
タ
ン
ク

の
バ
ル
ブ
を
閉
め
忘
れ
た
り
す

る
と
油
の
流
出
事
故
が
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
油
の
流
出
事
故
が
起
こ
れ

ば
、
河
川
や
地
下
水
の
汚
染
を

引
き
起
こ
す
だ
け
で
な
く
、
上

水
道
な
ど
の
取
水
停
止
や
臭
い

に
よ
る
生
活
環
境
の
悪
化
、
魚

が
死
ぬ
な
ど
、
重
大
な
被
害
を

も
た
ら
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

万
が
一
、
事
故
が
起
こ
っ
た
場

合
、
事
故
対
応
の
費
用
は
原
因

者
の
負
担
で
す
。

　
給
油
中
に
そ
の
場
を
離
れ
な

い
こ
と
や
、
タ
ン
ク
や
配
管
な

ど
か
ら
漏
れ
て
い
な
い
か
点
検

す
る
こ
と
、
油
が
水
路
や
側
溝

に
流
出
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
な
ど
、
予
防
が
必
要
で
す
。

　
油
を
流
出
さ
せ
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、
直
ち
に
環
境
課
か
消

防
署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
環
境
課
（
内
線
１
１
４
）

油
の
流
出
事
故
に
注
意
を

申問　：問い合わせ　　：申し込み　

募
　
　
集

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
お
菓

子
作
り
教
室

横
井
照
子
ひ
な
げ
し
美

術
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ ▲講師の指導の下、みそを造る

▶
角
２
封
筒
の
イ
メ
ー
ジ

縦１２㌢
横１０㌢

広告

広告

広告

▶
河
川
に
流
出
し
た
油
を
オ
イ
ル

マ
ッ
ト
で
吸
い
取
る

▲チョコレートを使って作る

問

問

案
　
　
内

申
・
問

申
・
問

申
・
問

問

問

問 問

問

申
・
問

問
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❶本人が申請書などを提出する場合（窓口か郵送）

個
人
の
方
が
対
象

番号確認資料
（いずれか一つ）

身元確認資料
（いずれか一つ）

・個人番号カード（裏面）
・通知カード
・個人番号付き住民票　など

官公署が発行する写真付き公的書類など

・個人番号カード（表面）　・運転免許証
・旅券（パスポート）　など
※上記が困難な場合は、健康保険の被保険者
証と年金手帳などの２以上の書類の提示

＋

学
び

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

医 

療

く
ら
し

相
談

ご
み

健
康

税
の
申
告

男
女
共
同

　1 月から、市役所で行う申請の内容によっては、
マイナンバー（個人番号）の記入が必要な場合が
あります。個人の方で、マイナンバーの記入が必
要な書類を提出する場合、番号法に定める本人確
認（番号確認や身元確認、代理権確認）が必要と
なります。下表の❶❷を参考に確認資料の提示を
お願いします。

　郵送での申請などの際には、下表の❶または❷
の確認資料の写し（コピー）を申請書などに添付
し、提出してください。郵送の場合は、紛失など
による個人情報の漏えいを防止するため、簡易書
留郵便などで送付していただくことをお勧めしま
す。
　　総合政策課（内線３２６）

❷代理人が申請書などを提出する場合（窓口か郵送）
本人の番号確認資料
（いずれか一つ）

代理人の身元確認資料
（いずれか一つ）

代理権確認資料
（いずれか一つ）

・本人の個人番号カード（裏面）
・本人の通知カード
・本人の個人番号付き住民票
など

官公署が発行する写真付き公的
書類など
・代理人の個人番号カード（表面）
・代理人の運転免許証
・旅券（パスポート）　など
※上記が困難な場合は、健康保
険の被保険者証と年金手帳など
の２以上の書類の提示

・法定代理人：戸籍謄本その他
その資格を証明する書類
・任意代理人：委任状　
※上記が困難な場合は、本人の
個人番号カード、健康保険証な
ど

申問　：問い合わせ　　：申し込み

最
低
賃
金
が
改
正

　
最
低
賃
金
は
、
最
低
賃
金
法
に

基
づ
き
国
が
賃
金
の
最
低
額
を
定

め
て
い
ま
す
。
使
用
者（
事
業
主
）

は
、
そ
の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃

金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。

　
県
内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
る
県
最
低
賃
金
は
、
昨

年
１０
月
１
日
に
、
７
５
４
円
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
定
の
産
業
で
働
く
労
働
者
に

適
用
と
な
る
特
定
（
産
業
別
）
最

低
賃
金
も
次
の
通
り
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

□
最
低
賃
金
の
額
　
▽
電
子
部

品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電

気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器

具
製
造
業
＝
８
１
５
円
　
▽
自
動

車
・
同
付
属
品
製
造
業
＝
８
５
６

円
　
▽
航
空
機
・
同
付
属
品
製
造

業
＝
９
０
２
円

□
効
力
発
生
の
日
　
平
成
２７
年
１２

月
２１
日

　
詳
し
く
は
、
岐
阜
労
働
局
賃
金

室
か
恵
那
労
働
基
準
監
督
署
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
金
額
は
い
ず
れ
も
時
間
額

　
　
岐
阜
労
働
局
賃
金
室
志
０
５

８
―
２
４
５
―
８
１
０
４
、
恵
那

労
働
基
準
監
督
署
志
２
６
―
２
１

７
５

　地方税法改正に伴い、平成２８年度から、原動
機付自転車や２輪車などの軽自動車税の税率が、
下記の表１のとおり変更になります。皆さんの理
解と協力をお願いします。
３輪と４輪の軽自動車

　平成２７年度税制改正により税率区分が細分
化。自動車検査証に記載の「初年度検査年月」に
よって区分されます。平成２８年度課税分から、
最初の新規検査から１３年経過した車両に対して

新税率のおおむね２０㌫の経年重課が導入されま
す。
グリーン化特例

　平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日ま
でに最初の新規検査を受けた３輪と４輪の軽自動
車で、排出ガス性能と燃費性能の優れた環境負荷
の小さいものについては、平成２８年度分の軽自
動車税に限り税率が軽減されます。
　　税務課（内線１２９）

軽自動車税の税率を改定●

表１【原動機付自転車と２輪車など】

車種区分
税率（年額）

平成２７年度まで 平成２８年度以降
原動機付自転車（排気量５０cc 以下） １，０００円 ２，０００円
原動機付自転車（排気量５０cc 超９０cc 以下） １，２００円 ２，０００円
原動機付自転車（排気量９０cc 超１２５cc 以下） １，６００円 ２，４００円
３輪以上のもの（ミニカー）（排気量５０cc 以下） ２，５００円 ３，７００円
２輪の軽自動車（排気量１２５cc 超２５０cc 以下） ２，４００円 ３，６００円
２輪の小型自動車（２５０cc 超） ４，０００円 ６，０００円
小型特殊自動車農耕作業用（トラクター、コンバインなど） １，６００円 ２，４００円
小型特殊自動車その他（フォークリフト、ロード・ローラーなど） ４，７００円 ５，９００円

表２【３輪と４輪以上の軽自動車】

車種区分
税率（年額）

平成２７年３月３１日
までの新規登録車

平成２７年４月１日
以降の新規登録車

新規登録後１３年超
（経年重課）

３輪（６６０cc 以下） ３，１００円 ３，９００円 ４，６００円
４輪乗用自家用 ７，２００円 １０，８００円 １２，９００円
４輪乗用営業用 ５，５００円 ６，９００円 ８，２００円
４輪貨物自家用 ４，０００円 ５，０００円 ６，０００円
４輪貨物営業用 ３，０００円 ３，８００円 ４，５００円

●

表３【グリーン化特例】

車種区分
税率（年額）

４輪以上
３輪（６６０cc 以下）自家用 営業用

軽
乗
用
車

電気自動車・天然ガス自動車 ２，７００円 １，８００円 １，０００円

平成１７年度排ガス
規制７５㌫低減

平成３２年度燃費基準
＋２０㌫達成車 ５，４００円 ３，５００円 ２，０００円
平成３２年度燃費基準
達成車 ８，１００円 ５，２００円 ３，０００円

軽
貨
物
車

電気自動車・天然ガス自動車 １，３００円 １，０００円 １，０００円

平成１７年度排ガス
規制７５㌫低減

平成２７年度燃費基準
＋３５㌫達成車 ２，５００円 １，９００円 ２，０００円
平成２７年度燃費基準
＋３５㌫達成車 ３，８００円 ２，９００円 ３，０００円

＋ ＋

問

市役所での申請にマイナンバーが必要
な場合があります

問

１月１日以降

問
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学
び

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

医 

療

く
ら
し

相
談

ご
み

健
康

税
の
申
告

男
女
共
同

　シアター恵那２月の開催情報

　　　　　　　  　http://www.kasamatsu-keiba.com/

□如月シリーズ　 ８日㈪～１２日㈮
□梅花シリーズ　２２日㈪～２６日㈮
　　シアター恵那志２５-７７６７（開門午前１０時）
※ JRA の全レース、名古屋競馬や金沢競馬など全
国の地方競馬のレースも発売。大井競馬や川崎競馬、
門別競馬などナイター発売する日もあります

市の人口（１月１日現在）
総数５２，３４４人（－３３）
  男  ２５，２８５人（－１４）
  女  ２７，０５９人（－１９）
世帯１９，６１５世帯（＋９）

（　）内は前月との比較
市内の火災（１２月）
建物１件（９件）
その他３件（１５件）

（　）内は１月からの累計

市内の交通事故（１２月中
の概数）
人身事故９件（１４８件）
物損事故１２７件（１，５５１件）
負傷者１１人（１９２人）
死者　０人（４人）

（　）内は１月からの累計
救急車出動回数（１２月）
２０３回（２，３９７回）

（　）内は１月からの累計

難
病
医
療
の
無
料
電
話
相

談　
専
門
医
に
よ
る
無
料
の
電
話
相

談
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
１８
日
㈭

□
相
談
内
容
　
後こ

う

縦じ
ゅ
う

靱じ
ん

帯た
い

骨こ
つ

化か

症し
ょ
う、

黄お
う

色し
ょ
く

靱じ
ん

帯た
い

骨こ
つ

化か

症し
ょ
う、

広こ
う

範は
ん

脊せ
き

柱ち
ゅ
う

管か
ん

狭き
ょ
う

窄さ
く

症し
ょ
うな
ど
整
形
外
科

の
病
気

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
で
申
し

込
む

　
　
　
　
難
病
生
き
が
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
志
０
５
８
―
２
１
４

―
８
７
３
３

多
重
債
務
の
無
料
相
談

　　
法
律
の
専
門
家
が
面
接
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
▽
１
月
１５
日

㈮
＝
県
西
濃
総
合
庁
舎（
大
垣
市
）

▽
２
月
２０
日
㈯
＝
県
民
生
活
相
談

セ
ン
タ
ー
（
岐
阜
市
）　
▽
３
月

１８
日
㈮
＝
県
恵
那
総
合
庁
舎
　
毎

回
午
後
１
時
～
４
時

□
定
員
　
面
接
は
各
６
人
（
先
着

予
約
順
）

□
申
し
込
み
方
法
　
面
接
を
希
望

す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
す
る

※
電
話
相
談
は
、
県
民
生
活
相
談

セ
ン
タ
ー
の
み
で
実
施
（
時
間
内

に
電
話
を
す
る
）

　
　
　
　
県
民
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー
志
０
５
８
―
２
７
７
―
１
０

０
３ 　

消
火
器
な
ど
の
消
防
関
係
製

品
の
不
適
切
な
訪
問
販
売
な
ど

に
よ
る
被
害
が
全
国
各
地
で
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
消
防
職
員
や
消
防
団
員
、
市

役
所
職
員
が
消
火
器
や
住
宅
用

火
災
警
報
器
な
ど
を
訪
問
販
売

（
あ
っ
せ
ん
を
含
む
）
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
お
か
し

い
な
」
と
思
っ
た
ら
書
類
な
ど

に
サ
イ
ン
せ
ず
、
お
金
を
払
う

前
に
最
寄
り
の
消
防
署
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
例

●
「
消
防
署
（
市
役
所
）
か
ら

来
ま
し
た
」「
高
齢
者
世
帯
を

対
象
に
点
検
を
行
っ
て
い
ま

す
」
な
ど
の
口
調
で
相
手
を
信

用
さ
せ
、
一
見
合
法
的
な
書
面

に
署
名
、
押
印
を
求
め
消
火
器

な
ど
の
点
検
や
詰
め
替
え
、
交

換
を
勧
め
高
額
な
料
金
を
請
求

す
る
。

●
「
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
全

て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
と
点
検
が
義
務
付
け

ら
れ
た
た
め
、
今
す
ぐ
設
置
し

な
い
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
」「
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
は

資
格
が
必
要
で
す
」
な
ど
と
消

防
法
や
条
例
な
ど
の
内
容
を
偽

り
販
売
や
点
検
を
す
る
よ
う
勧

め
て
く
る
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

◆
容
易
に
書
類
な
ど
に
署
名
、

押
印
を
し
な
い
。

◆
不
審
に
思
っ
た
ら
、
は
っ
き

り
と
販
売
、点
検
を
拒
否
す
る
。

◆
事
業
所
な
ど
に
点
検
業
者
が

来
た
と
き
は
、
契
約
業
者
か
ど

う
か
必
ず
確
認
し
、
身
分
証
明

な
ど
の
提
示
を
求
め
る
。

　
　
恵
那
消
防
署
志
２
６
―
０

１
１
９
、
岩
村
消
防
署
志
４
３

―
０
１
１
９
、
明
智
消
防
署
志

５
５
―
０
１
１
９
、
上
矢
作
分

署
志
４
７
―
０
１
１
９

消
火
器
な
ど
の
不
適
切
な
訪
問
販
売
や

点
検
に
注
意
を

ぎ
ふ
ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ

フ
ェ
ア
２
０
１
６

　
県
内
で
の
就
農
を
考
え
て
い
る

方
を
対
象
に
、
相
談
会
と
新
規
就

農
者
の
体
験
談
な
ど
を
紹
介
す
る

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
２８
日
㈰
　
▽
個
別

相
談
会
＝
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

半
　
▽
就
農
支
援
セ
ミ
ナ
ー
＝
午

前
１１
時
～
午
後
２
時
２０
分

□
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
福
寿
会
館

（
岐
阜
市
）

□
料
金
　
無
料

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
で
申
し

込
む

□
締
め
切
り
　
２
月
１７
日
㈬

　
　
　
　
県
農
業
経
営
課
担
い
手

対
策
室
志
０
５
８
―
２
７
２
―
８

４
２
１
　

第
１
回
と
も
に
、
つ
く
る
、

つ
た
え
る
、
か
な
え
る
展

　
ぎ
ふ
清
流
文
化
プ
ラ
ザ
で
は
、

「
と
も
に
、
つ
く
る
、
つ
た
え
る
、

か
な
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
障
が

い
の
あ
る
作
家
と
県
内
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
「
と
も
に
」
芸
術
作
品
を

制
作
・
展
示
し
ま
す
。

　
作
品
制
作
を
通
し
て
、
障
が
い

が
あ
る
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰

も
が
思
い
を
伝
え
、
夢
を
か
な
え

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
感
じ
ら

れ
る
展
覧
会
で
す
。

□
期
間
　
１
月
１６
日
㈯
～
２
月
１５

日
㈪

□
と
こ
ろ
　
ぎ
ふ
清
流
文
化
プ
ラ

ザ
（
岐
阜
市
）

□
料
金
　
無
料

　
　
県
教
育
文
化
財
団
企
画
運
営

課
志
０
５
８
―
２
３
３
―
５
８
１

０吉
田
喜
彦
と
う
つ
く
し
い

も
の
た
ち
Ⅲ

　
県
現
代
陶
芸
美
術
館
で
は
、
人

間
国
宝
の
荒
川
豊
蔵
に
師
事
し
、

現
在
も
可
児
市
で
制
作
を
続
け
る

陶
芸
家
の
吉
田
喜
彦
氏
の
６０
年
に

わ
た
る
創
作
活
動
を
紹
介
す
る
展

覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
吉
田
氏
の
代
表
作
７０
点
に
加

え
、
彼
が
長
年
に
わ
た
っ
て
収
集

し
て
き
た
民
族
美
術
な
ど
を
含
む

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
約
１
０
０
点
を
併

せ
て
展
示
し
、
そ
の
創
作
の
ル
ー

ツ
に
迫
り
ま
す
。

□
期
間
　
２
月
１４
日
㈰
ま
で

□
と
こ
ろ
　
県
現
代
陶
芸
美
術
館

（
多
治
見
市
）

□
休
館
日
　
月
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
平
日
）、
年
末
年
始

□
料
金
　
▽
一
般
＝
３
３
０
円
　

▽
大
学
生
＝
２
２
０
円
　
▽
高
校

生
以
下
＝
無
料

　
　
県
現
代
陶
芸
美
術
館
志
０
５

７
２
―
２
８
―
３
１
０
０

不
動
産
の
無
料
相
談

　
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
東
濃

支
部
で
は
、
不
動
産
の
諸
問
題
に

関
す
る
相
談
に
無
料
で
応
じ
ま

す
。

□
と
き
　
２
月
１８
日
㈭
午
後
１
時

～
３
時

□
と
こ
ろ
　
中
コ
ミ
セ
ン

※
事
前
に
予
約
が
必
要
　

　
　
　
　
公
益
社
団
法
人
県
宅
地

建
物
取
引
業
協
会
東
濃
支
部
志
０

５
７
２
―
５
５
―
７
２
１
８

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

案
　
　
内

▲吉田喜彦《黒
こ く

陶
と う

蓮
れ ん

弁
べ ん

》

▲「ともに」作品を制作

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

問

問

問

問

消
防
署
に
電
話
し
よ
う
！
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